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1. 序　　大学校舎の改修では、近年、耐震化注）と共に、教

育研究活動の充実や活性化等の機能改善のための整備が

検討されている文１）。これまで筆者らは既報文２）において、

2013 年度に耐震改修と空間再編が行われた宇都宮大学建設

学科棟文３）を対象として、講義室や製図室等の教育空間の

改修設計手法について、座学や発表等の学習形態と、利用

者の意識に関するアンケート調査から検討した。本研究で

は、既報における改修前の調査を踏まえ、改修前後の利用

者の活動と意識の変化について、教育空間と共に、研究空

間や新たに設けられた共用空間を対象として明らかにし、

改修による教育研究の効果を検証することを目的とする。

2. 調査概要　　校舎改修後の利用者の活動と意識を把握す

るために、講義室等の教育空間や、研究室等の研究空間、

ラウンジ等の共用空間について、校舎を利用する全教職員

と全学生を対象にした、アンケート調査と実地調査を実施し

た（図 1、表 1）。活動調査では、実地調査を踏まえたアンケー

トによる教育研究活動の把握を行い、意識調査では、満足

度を５段階で評価すると共に、評価の内容を記載した。本

研究では、こうした改修後の調査結果と、改修前の調査結

果を比較して、活動と意識の変化を検討する。

3. 教育空間における利用者の活動と意識の変化

3.1 改修前後の空間の変化　　改修後は、これまで階に分

かれていた講義室が 2階にまとめられ、固定家具が可動家

具に変更された（図 2）。また、学年毎に階や室に分かれて

いた製図室は、3階のワンルームのデザインスタジオに統合さ

れた。

3.2 改修前後の活動の変化　　改修前後で、授業で使用す

る室に変化がみられた。これは、使用する室の規模が変化

するものと、複数の室の使用が、1室の使用に統合される

ものに分類できる（表 2）。室の規模が変化する授業は、少

人数の大学院の授業が大半で、講義室を可動間仕切で分割

して使用している。室が統合された授業は、建築設計製図

のように個人作業の作図や全体での発表等の多様な教育活

動が、１つの空間で行えるようになった（図 3）。また、講

義室の可動家具化により、座学に加えてグループ活動が講

義室内で行えるようになった。

3.3 改修前後の満足度の変化　　教育空間について、改修

前後の満足度の変化を検討した。その結果、講義室の満足

度が大きく向上した（図 4）。改修で新設した天吊プロジェ

クターの設備に対して満足の回答が多くある一方、机の間

隔の狭さに対する不満の回答があり、これは講義室の収容

人数を維持したまま、可動家具を導入したためと考えられ

る。また、デザインスタジオは、建築の学部生の満足度が大

きく向上した。特に学部 3年生は、改修前には製図室の中

央に柱があるレイアウト上の障害から大半が不満と回答し

ていたが、ワンルーム化により、作業や講評などの多様な活

動が 1つの空間で行えるようになったため、満足度が大き

く向上した。
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4. 研究空間における利用者の活動と意識の変化

4.1 改修前後の空間の変化　　4、5階の研究室では、北側

の間仕切り壁を撤去した大部屋が設けられた（図 2）。また、

学生室と教員室が廊下で隔てられた研究室（分離型）に加え、

廊下を研究室内に取り込み、教員室と学生室が連続した研

究室（隣接型）が設けられた。

4.2 改修後の活動　　多様な分野の研究室に共通するゼミ

活動は、教員と学生が共有する活動として重要である。そ

こで、新たに設けられた隣接型の研究室についてゼミで使

用する室を検討すると、研究室内のみでゼミを行う場合と、

研究室内外でゼミを行う場合の 2つの傾向がみられた（表

3）。研究室内のみでゼミを行う場合は、研究室内をゾーニン

グし、ゼミで使用する協働コーナーを設けている。研究室内

外でゼミを行う場合は、研究室に隣接した共用空間を利用

しており、ゼミの参加者数に応じて、使用する室を使い分

けていると考えられる。

4.3 改修前後の満足度の変化　　研究室について、スペー

ス、収納、室内環境等の項目毎に、改修前後の満足度の変

化を検討した。その結果、ゼミで使用する協働コーナーの満

足度が大きく向上した（図5）。さらに、改修後の協働コーナー

の満足度を、隣接型と分離型の研究室で比較すると、隣接

型の研究室の満足度が高かった。これは、隣接型の研究室が、

室内のゾーニングによって協働コーナーを効率的に設けられ

たからだと考えられる。

5. 共用空間における利用者の活動と意識

5.1 改修後の共用空間　　改修前の校舎は、閉鎖的な中廊

下が連続し、共用空間が未整備であった。改修後は、テラ

スと連続した 1階のエントランスラウンジや、廊下の溜まり

の空間で自由な学習や議論ができる 2、4、5階のコミュニケー

ションスペースが新たに設けられた（図 2)。

5.2 改修後の活動　　校舎内の滞在時間の変化について、

改修前後共に校舎を利用している学部３年生を対象に検討

した。その結果、滞在時間が増加したという回答が大半を

占めた（図 6）。各共用空間における活動内容を検討すると、

休憩等のリラクゼーションが主体のもの、ゼミや発表等のコ

ミュニケーションが主体のもの、リラクゼーションが主体で、

自習で多く利用されるもの、多様な活動に利用されるもの

の４つに分類でき、共用空間を目的に応じて使い分けてい

ることが分かった（図 7）。また、多様な活動で利用される

ものの内、プロジェクトスペースでは、研究室所属学生は打

ち合わせや発表等のコミュニケーション主体で利用し、学部

生は自習で多く利用するという、利用者によって活動内容

が異なる傾向がみられた。

5.3 改修後の満足度　　共用空間について、満足度を検討

した結果、エントランスラウンジの満足度が比較的高かった

（図 8）。開放的になった、地域産の大谷石壁を設けること

で印象が良くなったという意見がみられた。またプロジェク

トスペースは、個人用の製図机を持たない建設工学の学部生

が自習で多く利用し、満足度が高かった。一方、アーカイブ

の満足度が低く、その要因としてコンテンツの整備不足や、

利用時間等の周知不足が考えられる。

6. 結　　大学校舎の改修における利用者の活動と意識の変

化を検討した。その結果、教育空間ではデザインスタジオ等

のワンルームの室で多様な教育活動がみられ、満足度が大き

く向上した。また、研究空間では研究室内をゾーニングして

協働コーナーを設けたり、研究室外の共用空間を活用して

おり、満足度が向上した。共用空間は、目的に応じて室が

使い分けられ、エントランスラウンジ等で特に満足度が向上

した。全体の傾向として、利用者の活動の多様化と満足度

の向上により、改修の効果を確認することができた。
注
「第３次国立大学法人等施設整備５か年計画」に基づいて、耐震性が劣る建物の耐震化
は平成 27年度までの完了を予定している。
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